記載要領

　「温泉情報開示施設の証」交付申請書　

平成　　年　　月　　日

兵庫県温泉ツーリズム推進協議会会長　様

　　　　　　　　　　     　　　　　住所：　　　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地　）

　　　　　　　　　　　　     　　　氏名：　　　　（法人にあっては名称及び代表者の氏名　印）

下記のとおり、「温泉情報開示施設の証」の交付を申請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　　　

	表示項目
	表示内容

	①温泉を利用する浴槽の名称　　　　　　　　　
	　温泉を利用する浴槽の名称を記載

　（例）○○湯（男湯）、□□湯（女湯）、客室０００号室

	②温泉を利用しない浴槽の名称及びその使用水
	　温泉を利用しない浴槽の名称と何を使用しているのか記載

　（例）○○湯（水道水を使用）

	③加水の状況
	□有

□無
	加水の理由
	加水の理由を記載

（例）源泉温度が高い（　℃）ので加水しています

	
	
	加水の種類
	井戸水、河川水、水道水などを記載

	④加温の状況
	□有

□無
	加温の理由
	加温の理由、常時加温か季節的加温を記載

（例）気温の低い期間のみ、加温しています。

	⑤入浴剤の利用状況
	□有

□無
	物質の名称
	使用している入浴剤の名称、製造（販売）会社名、主要な成分を記載

	
	
	理由
	　入浴剤を利用している浴槽が特定できるように明示するととともに、その理由を記載

（例）香りを楽しんでもらうため、冬季のみ、○○湯（男女各１漕）に入浴剤を使用しています。

	⑥消毒処理の実施状況
	□有

□無
	消毒の方法
	塩素消毒、オゾン消毒などの方法を記載

	
	
	消毒の理由
	消毒処理の理由を記載、消毒を行わない場合はその理由

（例）衛生管理のため、使用しています。

	⑦循環等の状況
	□かけ流し
	
	理　由

	
	□循環式

□かけ流し循環式併用


	ろ過の有無
	「循環式」及び「かけ流し循環式併用」の理由を記載、浴室・浴槽毎に異なる場合は、その旨わかるように記載

（例）○○湯は、温泉資源の保護と衛生管理のため、循環ろ過装置を使用しています。

	
	
	□有

□無
	

	⑧適応症


	　環境省自然保護局通知（昭和57年５月25日付環第227号）の決定基準に基づくこと

（例）神経痛、筋肉痛、慢性消化器病　など　　　　　　　　　　　　　（P30～参照）

	⑨温泉の特徴や魅力
	各温泉地や施設の歴史成り立ち、自慢など特に利用者にＰＲしたいことを記載

　（P37～参照）

	○必要枚数
	Ｂ４：　△△　枚　　

(その他の大きさ　　サイズ：Ａ４　　数量：　○○　枚)

	温泉利用施設名
	　通称ではなく、正式名称を正確に記載すること

	温泉利用施設所在地
	　申請施設の住所を記載すること


P22～


参照








